
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保 育 所 だ よ り 
平成２９年５月号 

平 田 保 育 所 
TEL 62-3207 

保育目標～春の自然に親しみながら戸外でのびのびと遊ぼう。 

所庭や、散歩先で草花に触れたり、虫探しをしたりしてのびのびと
遊びます。実際に触れてみることで春ならではの動植物を知り、それ
ぞれの年齢に応じて、自然の中から発見する喜びや、科学への関心の
芽を育てます。 

生活目標～生活リズムを整えよう 

４月の進級・入所で張り切っていた子どもたちも、連休中に生活リ
ズムが崩れてしまいがちです。体調不良にならないよう休息をとるな
どして、健康管理に気をつけましょう。 

愛宕山は「サクラのトンネルだね～」 暑いくらいの陽気に誘われ、畑のミミズや小さな虫が元気に活動を始め
ています。そして子どもたちもこれらの小さな生き物に興味津々で、所庭で
の虫探しに夢中です。また、ブランコや滑り台、砂場でも自分の好きな遊び
を見つけ、友だちと一緒に笑い合い、元気な声が響くようになりました。小
さなクラスの子どもたちも、庭に出ると保育士と一緒にスコップで砂をす
くってみたり、砂が手からこぼれるところを不思議そうに見たりして笑顔
で遊んでいます。 
さて、戸外に出かける良い季節となりました。散歩の時は、目を輝かせ

ながら「いってきます」とあいさつをし、はりきって出掛けて行く子ども
たちです。季節の良いこの時期に愛宕山や公園へ出かけ、春の自然を感じ
ながら遊んで欲しいと思っています。そのためにも「早寝・早起き・朝ご
はん」の習慣が身につくように家庭と保育所で協力し合っていきましょう。 

 

保護者会総会・保育参加の日について（１３日） 

保護者会総会、講演会（講師：西田小学校校長 落部氏）とクラス

ごとの活動を行います。詳細については別紙にてお知らせしています。

都合をつけてご参加くださいますようお願いします。 

●遠足について（１９日） 

ぞう組は電車に乗ってゴビウスへ、ぱんだ組・こあら組は愛宕山へ

遠足に出かけます。うさぎ組・りす組・ひよこ組は保育所周辺を散歩

したり所庭で遊んだりします。お弁当の用意をよろしくお願いします。

離乳食のお子さんは保育所で食事を用意します。 

●個人面談について（２９日～６月１６日まで） 

お子さんの様子について保護者の方と一緒に話をすることで、共に

より良い育ちを支えるお手伝いができるようにしたいと考えていま

す。お忙しい毎日ですが、ご協力をよろしくお願いします。 

●巡回相談日について 

臨床心理士の岩橋さん（出雲市子ども政策課心理相談員）に月に一度

保育所へ来ていただき、子どもたちの様子を見ていただいたり、子ども

たちへの支援の仕方について保育士が教わったりします。 

●玄関での消毒について 

感染症の拡大防止のため、玄関に消毒液を置いています。集団生活の

場ですので他への感染源とならないためにも、登所された際はマナーと

して保護者の方、お子さん共に消毒をしていただきますようご協力をよ

ろしくお願いします。 

●門扉・玄関扉・玄関ホールの開閉と鍵閉めについて 

扉の開閉と鍵かけは必ず大人がしてください。また、続けて出入り

される方がおられる場合は「鍵をします」「鍵をお願いします」等の声

をかけ合い、閉め忘れがないようにお願いします。子どもが開けたが

るからと言って開閉をさせると、指を挟む、道路へ飛び出す等様々な

危険から、大けがにつながることが考えられます。事故にならないよ

うに、みんなで子どもの命を守りましょう。 

お知らせ・お願い 

「❤子育て通信❤」～新年度のお子さんの様子はいかがですか？？ 

新年度が始まって1ヶ月が経ちました。入所されたお子さんも進

級されたお子さんも、元気に登所されている姿が見られるようにな

りました。でも中には、まだ登所の時に泣いて不安を訴えていたり、

家庭で甘えることが増えたりする姿もあるかと思いますが、子ども

たちそれぞれの姿で環境の変化に適応しようと頑張っています。 

初めての保育所生活がスタートしたり、進級で部屋が変わった

り、担任がかわったりと保護者の方も変化のある新学期ですが、大

人は今までの経験から考え、対応することができます。でも、子ど

もはなぜそのような環境になっているのか、幼ければ幼いほど自覚

できないことの方が多いものです。ですから、特に環境が変化した

直後の１ヶ月ほどは、忙しい家事の手を止めて、子どもの話に耳を

傾けていただきたいと思います。例えば今は、手の込んだ料理は作

らない！等と決めて、その分子どもの心に向き合う時間にしてみま

しょう。子どもが「いやだ」と言ったときには「いやだったんだね」

と言葉を繰り返してあげるだけでも自分の気持ちを分かってもら

えたと感じ、落ち着くものです。 

「環境が変わった不安な日々に、親が丁寧に寄り添ってくれた記

憶や体験は子どもの環境適応への何よりの力になります。それが、

本来その子が持つエネルギーを望ましい方向へと導いてくれるは

ずです。」と『ニート・ひきこもりの子をもつ親の会「結」相談員』

の方も言っておられます。今後、小中高校、大学、就職とずっと続

く新年度の環境の変化が一つずつ自信となっていくように保育所

と家庭で一緒に支えていきましょう。 

「ダンゴ虫いる？ 
ミミズみせて」 

「よもぎ、 
みーつけた！」 

職員出張関係（△は午後からの研修） 

16 日保育士キャリアアップ研修～黒田（18 日まで） 
17 日△出雲市保育協議会総会～川瀬、関、大菅             

23 日保育士現任研修～土江(24 日まで) 
24 日△特別支援コーディネーター研修会～吾郷礼子 
28 日発達障がい基礎講座～岡穂南、西村  

 

ご寄贈ありがとうございました 

～保護者様～バスタオル・古布 

滑り台、 

楽しいよ 


